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論 文 内 容 の 要 旨 
 
本論文は、育児期の女性すなわち母親を主体にし、母親の健康や幸せを捉え直し、母親の健康の本
質とヘルスプロモーションに対応する方向性を探索することを研究の目的とした。 
本論文は序章を含めた八章で構成され、序章では研究の概要について記述した。第一章では先行研
究より、母親となる女性の社会的背景、母親になることはどのような体験であるのか、現在のわが国
での子育て支援施策、現在の子育てや母親の現状を述べ、「ウェルビーイング」の概念を歴史的、学
問分野別に、主に「指標」という観点から概観した。第二章では乳幼児をもつ母親のウェルビーイン
グ尺度の開発を行い、信頼性、妥当性ともに担保された 25項目からなる尺度を作成した。第三章で
は、作成した尺度を用いて母親のウェルビーイングを規定する要因を、属性、子育て支援ニーズ、子
育て支援充足度から探索した。第四章では、母親の対人関係がウェルビーイングに及ぼす影響を「関
係性のなかでの自立」という概念を用いて調査した。第五章では、育児経験のある助産師が聞き手と
なり、乳幼児をもつ母親に、妊娠・出産・育児にまつわる体験を中心として妊娠以前から将来展望ま
で時間軸に沿って語るナラティヴ・アプローチを行った。この実践のなかで生成される『語り』の実
際から、『語り』が母親によってどのように意味づけされているのかを明らかにした。第六章では、
ナラティヴ・アプローチが母親の感情・気分、ウェルビーイング、関係性のなかでの自立にどのよう
な変化、効果をもたらすのかを指標を使って評価することを目的とした。第七章では、得られた知見
の総括と考察、今後の課題を記述した。 
 知見として、乳幼児をもつ母親のウェルビーイングは健康を測定する指標として有効であり、下
位概念を検討することで質の評価が可能となることを示した。次に母親のウェルビーイングを高める
ためには、子育て支援ニーズを低くし、子育て支援充足度を高くし、関係性のなかでの自立を高める
ことが必要であることを示した。また、属性要因は、正負ともに影響することが示された。関係性の
なかでの自立を高めるためには夫婦関係、家族関係、地域での関係性をもてる機会を増やし、構築し
ていくこと、さらには関係性や自己の体験を捉えなおす作業としてナラティヴ・アプローチの有効性
を実証的に示し、地域の子育て支援の実践への提言を行った。 
 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本論文は、①乳幼児を持つ母親のウェルビーイングについて家庭生活に限定せず社会的場面も考慮
して新しい尺度を開発したこと、②この尺度を使用して規定要因を考察したこと、③ナラティヴ・ア
プローチを導入し、その実践及び効果測定を試みたこと、④知見をもとに政策的な提言を試みたこと、
を主題としている。①および②に限定しても、この種の研究としては評価できるが、助産師としての
職業意識に立脚した実践研究が付加されたことで、臨床研究への応用可能性を高めている。また乳幼
児を持つ母親のウェルビーイングを促進させるために、関係性を生きる力を高めることが指摘された
ことも重要である。充足度、ニーズ、ナラティヴなどの概念をめぐっては、分野間における概念の異
同がないわけではないが、総じて、自己の守備範囲に引き付けた形式でまとめに成功している。 
 以上により、審査委員会は本論文が博士（学術）の授与に値するものと認めた。 
